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研究成果の概要（和文）：理解の深化をもたらす媒体としての演劇的活動に着目し、学習に役立

てられる演劇的手法とその意義について次の３つの方面の研究を行った。１９４０年代後半か

ら５０年代にかけての日本の学校劇運動を分析し、当時の議論の到達点を明らかにした。イギ

リスのドラマ教育の理論を検討すると共に、現地の学校においてフィールドワークを行い、演

劇的手法の運用の具体像を明らかにした。日本の学校の教師たちとの共同研究により、日本の

教育課程における演劇的手法を用いた授業・単元の開発を行った。 

 

研究成果の概要（英文）：Focusing on drama activities as medium for deeper understanding, 

drama methods and their significance were explored in three fields. School drama 

movement in Japan in the late 1940s and 1950s was analyzed and the achievements and 

the problems were indicated. Theories of drama in education in England were examined 

and practices of drama in education were revealed through fieldwork in schools in England. 

In collaboration with teachers in Japan, lessons and units using drama methods in 

Japanese school curriculum were developed. 
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１．研究開始当初の背景 

ドラマワークショップなど、従来の学芸会
での劇上演などとは異なる形での学校教育
と演劇的活動とのつながりが近年注目を集
めている。しかし、そこには次の３つの課題
が存在している。１つめは、演劇的活動がも
っぱら「コミュニケーション」や「表現力」
などと結びつけられ、既存のカリキュラム領

域ととの結びつきがほとんど注目されてい
ないということ。２つめは、イギリスなどの
ドラマ教育の紹介はさかんに行われるが、日
本の教育現場で実際にそれを試みる取り組
みが進んでいないということ。３つめは、日
本で蓄積されてきた、演劇的手法を用いた実
践の整理、検討がなされていないということ
である。 
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これらの課題の背景には、演劇的活動がも
つ、理解の深化をもたらす媒体としての側面
に目が向けられてこなかったという事情が
存在する。しかし、本来演劇的活動は、現実
の自分以外の存在となって架空の状況を擬
似的に体験する活動である以上、理解の深化
にも寄与し得るはずである。実際、１９７０
年代末以降のイギリスのドラマ教育は、ドラ
マを「学習の媒体」としてみなす発想を軸に
発展してきた。日本では、演劇的活動がもつ
この側面に目を向けていないため、既存のカ
リキュラムの学習における活用が進まず、ま
た、イギリスのドラマ教育や過去の日本の実
践の中から有効な指針を汲みとることもで
きないでいるのである。 

 

２．研究の目的 

本研究では、演劇的活動がもつ、理解の深
化をもたらす媒体としての側面に注目し、次
の３つを柱に据えて総合的な研究を行う。 

①戦後の日本において蓄積されてきた、演劇
的手法を用いた学習活動を、主に実践記録
を調査することによってさらに掘り起こ
し、それぞれの特徴や意義、限界などを明
らかにする。 

②イギリスのドラマ教育に関して、「理解の
ためのドラマ」「カリキュラムを通しての
ドラマ」の考えに基づいた実践に着目し、
文献調査および現地調査を通じて、その理
論や実践の手法の特徴を明らかにする。 

③①②を通して得られた知見をもとにして、
既存のカリキュラム領域における演劇的
手法の活用について、現場の教師と連携し
て授業研究を行う。それによって、演劇的
手法の活用方法をより具体的に明らかに
する。 

 

３．研究の方法 

①の日本の教育実践の蓄積の掘り起こし
については、戦後の教育雑誌や実践記録の単
行本などをもとに文献調査を行う。 
②のイギリスのドラマ教育の理論および

実践の検討については、文献調査および現地
の学校や関係機関でのフィールドワークを
行う。 
③の学校現場との共同研究については、実

践協力者や協力校を開拓し、授業や単元の考
案、実践、検討のサイクルを実施する。実践
場面はビデオで記録し、分析に役立てる。 
 
４．研究成果 
（１） 研究の主な成果 
①日本の教育実践の蓄積の掘り起こし 
学校劇がブームとなり、国語科や社会科に

おいて劇化を伴った学習が盛んに試みられ
た 1940 年代末から 50年代にかけての演劇教
育関連資料を蒐集し、分析を行った。その成

果を、日本教育方法学会および日本演劇学会
において発表した。教科学習における演劇的
活動に関して、動作の真似事に過ぎないとい
った批判があったこと、また、それら批判を
克服する方向性として、劇指導の系統性の確
立、教室文化活動への拡張、身体への着目、
現実を批判的に捉える媒体としての劇とい
う 4つが存在したことを明らかにした。 
 
②イギリスのドラマ教育の理論および実践
の検討 
ドラマ教育関連の文献の蒐集、計４回の短

期滞在による現地調査を行った。現地調査で
は、小学校や中等学校でのドラマの授業の観
察と記録、教師へのインタビュー、ドラマ教
育関連団体のスタッフへのインタビューな
どを行った。 
ドラマの手法を使っての物語世界の体験

が国語教育の観点からはどう意味づけられ
るか、Ｊ．ニーランズの理論とロンドン郊外
の小学校において観察してきた実践事例を
もとに考察を行い、論文にまとめた。これは
全国大学国語教育学会の学会誌『国語科教
育』に掲載された。まず、ニーランズの理論
より、伝統的な物語を使ったドラマの活動に
ついて、日本で物語の「読み」の一環として
行われてきた演劇的活動とは異なる２つの
特徴があることを明らかにした。「静止画」
「マイム」「ホットシーティング」といった
各種技法の存在と、直接的な叙述の再現にと
どまらない、本文が描く物語世界との関係の
持ち方である。次に、実践事例より、授業の
組み立ておよび活動の運用に関する４つの
特徴を抽出した。ティーチャー・イン・ロー
ルを駆使した、次第に展開が明らかになって
いく進行方法、物語に直接的に描かれていな
い部分の創作、目的に応じた技法の使い分け、
空間配置や音楽・照明の効果的な使用である。
さらに、こうしたタイプの授業を、国語教育
の「物語への理解」「話す・聞くの技能」「読
むことの技能」「書くことの技能」の４つの
視点から意味づけた。主体的かつ協同的な関
与による物語世界への没入体験と多面的な
心情理解、真正性があり切実感がある状況の
なかでの言語使用、読書への欲求、架空の世
界の体験による書くべき内容の創出などで
ある。 
ドラマの活動において教師が果たす役割

に注目して実践事例の分析を行い、日本教育
方法学会において発表した。教師の役割とし
て「役モード」「教師モード」「語り手モード」
の３つを抽出した。「役モード」の機能とし
て、架空の状況に巻き込む、話を進展させる、
子どもが最大限に力を発揮しなければなら
ない状況を作るの３つを見出した。「教師モ
ード」の機能のうち、個別の活動を超えたル
ールの確認に着目し、意義づけた。「語り手



モード」が、語りが生み出す想像の世界が実
際の空間において具現化され、逆に実際の空
間において子どもたちが生み出したものが
語りのなかにも取り込まれることによって、
現実世界と虚構世界を橋渡しする機能を果
たしていることを示した。 
「話す・聞く」とドラマとを結びつける試

みに着目し、日本の国語科における「話す・
聞く」に与える示唆を明らかにし、全国大学
国語教育学会において発表した。日本の国語
科における「話す・聞く」の活動には、フォ
ーマルな場面設定が多い、自分自身あるいは
自分と等身大の人物としての活動が求めら
れる、文学的素材が活用されないという３つ
の特徴がある。一方、イギリスでの「話す・
聞く」とドラマとを結びつける取り組みの場
合、虚構の設定での現実の自分とはかけ離れ
た役になっての音声言語活動の多さと、絵
本・神話・戯曲・小説などの文学的素材の活
用という２つの特徴がある。そのうえで、方
向性として、切実な言語使用を行う状況を作
り出すための設定の借用元として文学的素
材を用いるというものと、話し言葉の特性を
理解し自らの「話す・聞く」と照合してそれ
を改善するための材料として戯曲台本を用
いるというものとがあることを示した。 
 
③学校現場との共同研究 
愛知県、兵庫県、京都府、滋賀県、山口県

の公立小学校、大阪府の中学校、三重県の高
等学校の教師らと共に演劇的手法を用いた
授業の共同研究を進めた。それらをもとに、
2012 年 4 月に研究グループ「学びの空間研究
会」を設立した。そこでは、(A)演劇的手法
を用いた学習活動の考案と試行、(B)創出さ
れた活動の学校現場での実施、(C)その実践
報告と検討というサイクルを繰り返してき
ている。それにより、小学校国語の物語文や
外国語活動、中学校国語の文法での実践など、
日本の教育課程における具体的な実践像を
生み出してきた。 
また、この手法を活用できる教師が増える

よう、埼玉県の公立小学校、三重県の公立高
等学校、鹿児島県の教育委員会、民間教育研
究団体の大会などで、演劇的手法に関する研
修会を実施した。 
 
（２）得られた成果の国内外における位置づ
けとインパクト 

『演劇と教育』誌での連載「授業で活か
す 演劇的活動のチカラ」が「演劇教育の
原点に立ち、その可能性を指し示す素晴ら
しい指針」として高く評価され、2010 年 8
月に日本演劇教育連盟より第 50 回演劇教
育賞を受賞した。 
全国大学国語教育学会の学会誌『国語科教

育』に発表した論文が「国語教育の今日的要

請に応える優れた論文」として高く評価さ
れ、同学会より 2012 年 10 月に「第 1回優秀
論文賞」を受賞した。 
本研究の一連の成果を、2013 年 3 月、帝塚

山大学における科学研究費助成事業研究成
果地域還元報告会「想像力を生かす学習 授
業における演劇的手法」において発表した。 
 
（３）今後の展望 
現在の日本の学校において演劇的手法を

用いた優れた授業をさまざまな教科・単元に
て創造する取り組みはまだ始めたばかりで
あり、実践事例を蓄積すること、実践過程を
分析して授業論の立場から検討を加えるこ
と、この手法を活用できる教師を育てる仕組
みを生み出すことが課題として残されてい
る。2013 年度から 2016 年度の４年間の予定
で新規申請し採択された科研費若手研究(B)
「演劇的手法の活用に関する授業論の構築
と教師の力量形成の仕組みの開発」において、
研究をさらに発展させていく。 
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